










































































（3） Report from the Royal Commission on Hand-Loom Weavers, Pt.Ⅱ 1840,216.
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（6） R.Floud andP. Johnson, eds.,Cambridge economic history of modern Britain, vol. 1, Cambridge:
CambridgeUniversity,Press,2004. を参照されたい。





































（8） N.F.R.Crafts,British Economic Growth during the Industrial Revolution, Oxford:OxfordUniversityPress,
1985.
（9） P.Hudson,The Industrial Revolution,London:EdwardArnoldLimited,1992.: パット・ハドソン（大倉正雄
訳）『産業革命』未來社，1999.
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（17） Chapman,The cotton industry,1972.:チャップマン（佐村明知）『産業革命のなかの』1990,6-7.
（18） 日高千景『英国綿業衰退の構図』東京大学出版会，1995，60-61．
（19） ビィゼルも北部と南部の違いを指摘している。Bythell,The handloom weavers,1969,7.
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えていったとされている。:D.Hunt,The Wharncliff Companion to Preston, Barnsley:WharncliffBooks,
2005,63.
（25） Hunt,The Wharncliff Companion to Preston,2005,65.
（26） Report from the Royal Commission on Hand-Loom Weavers, Pt. V.1840,600. において，とても大きな製造
業者であるとホロックス家が経営する工場を形容している。
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（27） 詳しくは丸善株式会社編『英国 19 世紀 “ブルー・ブック” 研究の手引』丸善，1973．を参照されたい。
（28） 鈴木良隆『経営史―イギリス産業革命と企業者活動』同文舘出版 ,1982. などにおいて，産業革命期の企業と
して僅かながら登場している。





































　「10 時 30 分だ。」と Palmer は答えた。













































　1860 年，WilliamBowman 氏の退職により AldermanThomasMiller 氏はホロックス・
ミラー社（Horrockses,Miller,andCo.）の事業の唯一の所有者となった。しかし彼はそ







1881 年 5 月 6 日，脳卒中のため亡くなった。その後，Hermon 氏の甥たちとともにフレ














　Horrockses・Crewdson 株式会社では 6,500 人を雇用し 330,000 の紡錘を所有している。




















　1760 年時点での英国全体の生産量は 43,000 マイルであったが，1913 年現在，力織機な
どの発明品を用いて生産を行う企業においてはその 4 倍もの生産を行っている。クロンプ
トンのミュール紡績機を用いた生産の増加により，原材料の輸入額が 1787 年時点におい

















Mills において 1,500 の織機により生産が行われることとなった。（中略）突然発明の前兆
が生まれ，私たちはその発明に結果驚かされる。夢や幻影のようである。そしてこの夢は
秩序だった調和である。水が湧き出でたり沸騰する様は，自然の声に忠実であり音楽のよ











































（30）D.Hunt,A history of Preston,Lancashire:CarnegiePublishingLtd, 1992,169-175 .:M.Burscough,The 
Horrockses: Cotton Kings of Preston,Lancashire:CarnegiePublishingLtd,2004,3-44.:Hunt,The Wharncliff 
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Companion to Preston,2005. からも確認される。
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て地域の産業の発展を優位に進め，結果その地域を経済的に潤していったと考えられる。
　機械を用いた生産は，イギリスの綿業に多大なる生産性の向上をもたらした。原材料の
輸入額は，たったの 4 年間で約 1.7 倍にも拡大した。機械による生産速度の向上である。








































































政治的な役割が見て取れる。S.Pollard,Peaceful Conquest: industrialization of Europe, 1760-1970,Oxford:
OxfordUniversityPress,1981.
（34） Starbucksuk が経営する PrestonFishergate 店
（35） Hudson,The Industrial Revolution,1992.:ハドソン『産業革命』，1999．
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